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公益財団法人福田靖子賞基金 

令和４（2022）年度 事業計画書 

 

公益財団法人福田靖子賞基金 

 

公１（福田靖子賞選考会） 

(1) 第 12回福田靖子賞選考会（2025年）の実施準備 

※令和６（2024）年度は、隔年開催の選考会の実施がない年（準備のみを進める年）である。応募

要項の作成、会場手配等を順次進める。 

2024年 11月頃  第 12回福田靖子賞選考会 応募要項発表 

2025年 3月   書類選考締切・書類選考・最終選考（本審査）進出者発表 

2025年 8月 23～24日  福田靖子賞選考会（レッスン） 会場：都内音大予定 

2025年 8月 26日  福田靖子賞選考会（最終審査会） 

会場：都内ホール予定 

 

(2) 奨学金の授与 

・過去の選考会入賞者・参加者が海外の音楽研修会・アカデミーへ参加する際の渡航費補助。渡航先、

授与対象者と金額については、理事会で決定する。 

・ジュニア部門を実施するコンクールへの海外学習奨学金・マスタークラス実施等補助：全日本学生音

楽コンクール中学の部全国大会、ピティナ・ピアノコンペティション Jr.G級、ソナタコンクール（継続）。 

 

 

公２（マスタークラス） 

(1) 海外教授マスタークラスの実施（すべて 2024年） 

4/07（日） アルヌルフ・フォン・アルニム先生（ドイツ、ミュンスター音楽大学教授） 

5/21（火） フランソワ・デュモン先生（フランス、ピアニスト） 

5/28（火） ロナン・オホラ先生（イギリス、ギルドホール音楽演劇学校教授） 

6/24（月）25（火）ヘンリ・シーグフリードソン先生（ドイツ、フォルクヴァング芸術大学教授） 

8/22（木） アヴィラム・ライヒェルト先生（韓国、ソウル国立大学教授）アンジェラ・チェン先生

（アメリカ、オバーリン音楽院教授）ウタ・ヴェヤント先生（ドイツ、ピアナーレ国際ピアノアカデ

ミー主宰） 

8月下旬  ミュンヘンフィルハーモニー弦楽器奏者による室内楽マスタークラス 

9/23（月） ジャック・ルヴィエ先生（ザルツブルク音楽大学教授） 

9/28（土） ヤン・イラチェク・フォン・アルニム先生（オーストリア、ウィーン国立音大教授） 

11/02（土） アレキサンダー・コブリン先生（アメリカ、イーストマン音楽学校教授） 

以上 2024年 3月 22日現在 

都度、講師、日程・会場、費用等諸条件を検討し、追加実施する。 
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●その他前条の目的を達成するために必要な事業 

(1)海外の研修会情報の収集と公開 

(2)過去の選考会参加者の音楽的素養を広めるための研修会の実施（Zoom等も活用） 

以上 

 


